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会 議 録（要点筆記） 

会  議  名  第６回 米原市総合教育会議 

開 催 日 時 平成28年12月21日（水） 16時30分～18時00分 

開 催 場 所  米原市役所山東庁舎２階 会議室２AB 

出席者および欠席者  構成員 

平尾道雄市長、山本太一教育長、稲村邦夫教育委員長、河居郁夫教育委

員、本庄通子教育委員 

事務局 

田中博之教育部長、藤木利彦学校教育課長、仲谷良徳教育総務課長、鍔

田正広政策推進部次長、田邉教育センター所長、藤岡教育総務課課長補

佐、小寺真司政策推進課課長補佐ほか担当職員２人 

傍聴者 

 なし 

議    題 （１） 米原市教育大綱・第２期米原市教育基本計画の策定について 

（２） 今後の教育施策について 

審 議 経 過 
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１ 開会 

（事務局から開会あいさつ） 

 

２ 市長あいさつ 

 ・本日は、教育委員の皆様におかれましては、お忙しいところ、米原市

総合教育会議に御出席をいただき誠にありがとうございます。また、

皆様には日ごろから米原市の教育行政の推進に多大なる御尽力を賜っ

ておりますことに対しまして心から感謝を申し上げます。さて、昨日

閉会いたしました 12月議会におきまして、米原市教育大綱および第２

期米原市教育振興基本計画の承認をいただきました。 

とりわけ、教育大綱につきましては、昨年８月から、この総合教育

会議で計４回にわたり、米原教育の目指すべき方向について熱心な御

議論をいただき、本市の教育政策を貫く理念を「ともに学び、ともに

育つ、学び合いのまち まいばら」とし、米原教育が目指す人間像を

「自分もひとも大切にし、地域を誇る人づくり」と定めていただいた

ところでございます。この理念のもと、学校、家庭、地域がつながり

一体となって、自然と歴史・文化に包まれた米原ならはではの教育環

境の中で学び合い、育ち合うことによって、自己を大切にし、かけが

えのない存在として実感できる自尊感情・自己肯定感を育成するとと

もに、互いを認め合い、支え合う確かな関係を育て、ふるさと米原に

誇りと愛着を持ち、未来の米原を切り拓く人づくりを推進していきた

いと考えております。さて、本日は、第６回目の総合教育会議となり

ます。策定いたしました教育大綱および教育振興基本計画に基づき、

これから展開していく教育施策つきまして、この後、事務局から御説

明させていただきますので、忌憚ない御意見を賜りますようよろしく
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お願いします。 

３ 協議事項 

（１）米原市教育大綱・第２期米原市教育振興基本計画の策定について 

・米原市教育大綱・第２期米原市教育振興基本計画については、米原市

議会第４回定例会で議決をいただきました。これまでから、この総合

教育会議で大綱にかかる議論をしていただいておりますし、教育振興

基本計画についても随時御説明をさせていただいておりますので、簡

単に説明をさせていただきます。まず、この計画につきましては、教

育基本法第 17 条第２項の規定に基づく計画でありまして、平成 29 年

度から５か年の計画です。計画冊子の１ページには、この計画の策定

に当たりまして市長が定めます教育に関する大綱をこの計画の基本理

念、基本目標に位置付けまして両者を一体的に策定していくというこ

とを記載しております。３ページからの第２章では、教育を取り巻く

現状と課題について、アンケート調査や各種データを分析いたしまし

て課題の抽出をしております。16 ページからの第３章は、教育大綱の

部分です。基本理念を「ともに学び、ともに育つ、学びあいのまち ま

いばら」サブタイトルを「自分もひとも大切にし、地域を誇る人づく

り」としております。17ページ、18ページについては、本市の教育政

策や目指すべき基本的な方向性として、５つの基本目標を定めており

ます。これに続く施策を体系的にまとめまして、20 ページ以降の第４

章でそれぞれの項目ごとに施策の方向を示しております。この中の特

徴的なのもとしては、21 ページの学力向上のところで外国語教育であ

りますとかＩＣＴの機器の活用、また、25 ページでは、子どもの体力

低下への対応として、学校における体育指導の充実でありますとか、

子どもの健康増進プログラム、また、28 ページでは、家庭の教育力の

向上、31ページで地域による学校支援の取り組みを記載しております。

46 ページのところでスポーツにつきまして、スポーツ発信拠点の設立

でありますとか、特色を生かしたスポーツの推進としまして、ホッケ

ーの振興などを記載しております。また、48 ページの国体に向けた環

境整備などをあげております。そして、53 ページからの第５章では、

計画の推進について横連携や情報発信に努めるほか、評価指標を踏ま

えた施策の評価を実施しながら、事業の改善に取り組みまして実効性

の高い計画の推進に取り組むこととしております。また、計画の策定

にあたりましては、滋賀県立大学の大橋先生をはじめ、15 人の委員に

よる審議会で議論を重ねていただきまして、答申の際に御意見をいた

だいております。少し説明をさせていただきます。76 ページをお願い

します。答申にあたって６項目の意見をいただいております。１つ目

は米原市の将来を担う子どもたちが、これから変化の激しい社会を心

豊かでたくましく生き抜く力を身に付けられる教育の推進に取り組ん

でいただきたいということで、審議会の中では子どもことを第一に考

えた取組をというお願いがありました。２つ目については、学校・家
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庭・地域など子どもたちに関わる者が、それぞれの役割を自覚し連携・

協働を図りながら地域全体の教育力の向上に努めていただきたいとい

うことで、学校だけとか家庭だけとかということではなくて、地域全

体の教育力を高められるような取組をお願いしたい。特に若い委員さ

んからは、あまり家庭、家庭と言わないで欲しいというような御意見

もございました。３つ目は、安全・安心な教育環境のもと、一人一人

の子どもが大切にされ、必要な支援や配慮を受けながら、自らの可能

性を伸ばせる学校園づくりを進めていただきたいということで、とに

かく学校は安全・安心を優先して欲しいということと、子ども達の可

能性を伸ばして欲しいという御意見がありました。４つ目としまして、

市民が生涯にわたって生き生きと暮らせるよう、学びのきっかけづく

りを進めるとともに、学びを地域に還元できる学び合いのまちづくり

を推進していただきたいということで、ここは、生涯学習についてな

んですけれども、皆さんからは、学ぶきっかけがないとい御意見がた

くさんありました。５つ目につきましては、米原市の豊かな自然・歴

史・文化や地域人材を活かした施策に取り組み、ふるさと米原への誇

りと愛着を育んでいただきたいということで、子ども達は米原の良さ

に気付いていないので、良さを気付かせてあげないといけない。ただ、

ふるさと教育によって子ども達に米原市に残って欲しいという御意見

もありましたけれども、その一方で、都会で頑張るということも親と

しては頼もしく思えるというような御意見もありました。６つ目です。

市民の学習意欲を高めるとともに米原市の魅力を市内外に浸透させら

れるよう、教育活動の情報を積極的に発信していただきたい。米原市

には良いものがあるのに情報発信が十分にできていない。そういった

意見につきましてはパブコメなどでもありました。また、文化活動な

どをされている方は、市民から評価が低いという評価結果が出ており

まして、その結果を受けまして、活動の様子などをもっと積極的に発

信すべきというような御意見をいただいております。これらの御意見

を念頭に置きながら、本市教育の取り組みを進めていきたいと思って

おります。 

 

・只今の説明について御意見をお願いします。 

 

・最近気になっていることとして、２時５０分に８・３運動の呼びかけ

として、子ども達が下校するという放送を流しているのですが、それ

はいいことだと言って下さる方と、逆に市教育委員会の方へ直接、子

どもを見守るのは親の責任であるという苦情を言ってくる方もおられ

る。計画冊子 76ページの２番目の学校・家庭・地域など子どもたちに

関わる者の連携・協働が足りないということで、もう少しこれからは

やっぱり情報発信を上手にしていかなければいけないのかなと思うこ

とが多々あります。それと、大人の学び場の提供も、子どもに関わる



 

4 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

教育長 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことも大人としての学びの場でもあるのかなという思いを持っていま

す。もう我々は子育てが終わったから関係がないというのではなく、

地域の住民として子どもを見守る、育てるということも新たな学びの

場という意識を植え付けられるよう、情報発信の仕方を工夫する必要

があると思います。 

 

・答申にある「地域全体の教育力の向上」というのはどういうことをイ

メージしたら良いのか。 

 

・教育というのは、親だけが子どもに教育をするのではなくて、地域全

体が子どもを守り育てる土壌をつくろうということが、地域の教育力

ということであると思う。 

 

・そういうイメージや評価を地域全体で得られないか。例えば、長野県

は「長野教育」というように、子どもに対する教育が熱心なまちであ

るというイメージを持っているところが全国にいくつかある。そうい

うところに近づこうとすることも必要であると思う。子どもの面倒は

親が見るのが当然だという考え方から時代は変わってきていて、社会

全体で子どもを支えなければいけないし、子どもの貧困の問題も含め

て、しっかりと応援していかないとだめなのではないか。国もようや

く奨学金制度を貸付型ではなく、給付型としていく方向にある。米原

はこの答申を受けてどのように米原教育を進めていくべきなのか。他

の先生方からも御意見をいただきたい。 

 

・今長野県の話が出たが、「信州教育」という言い方をしていて、私も若

い時から参考にしてきた。長野では、先生は自宅から学校へ通わずに

下宿して、寝食を共にして子どもの教育を行っていた。滋賀県は、自

分の家を中心にして考えている。信州教育は教員の研修というかそう

いう体制が違う。地域全体の教育力については、子どもがあるなしに

関わらず子どもに関心を持つということがポイントであると思う。昭

和 50年頃に「よその子もしかる運動」というのをやった。ＰＴＡの皆

さんとともに自分の子どもだけではなくよその子どもをしかるという

運動をよくやっていたわけです。この頃は関心を持たれない、他に転

嫁されるという短絡的なものの考え方をする人が増えてきているの

で、これからの将来を背負う子ども達に対し、答申の３「自らの可能

性を伸ばせる学校園づくり」にあるように、教育というのは子ども無

限の可能性を引っ張り出すことである。このことを地域の皆さんが考

えることが必要である。現状では地域や区長会などの会合の場で子ど

も教育の話が出てこない。学校の話が出たらよそ事の話のようになる。

この辺が今の課題であり、体制をつくり直していくことが必要だと思

う。現在、地域支援本部事業を立ち上げているが一部のものとなって
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いる。学校がパートナーシップをとって学校の方が主導的に行ってい

くべきだと思う。コミュニティスクールの全国的な先進事例があるが、

この辺が米原市も具体的になってくれば素晴らしいと思う。 

 

・私も答申の意見「若い委員さんからは、あまり家庭、家庭と言わない

で欲しい」というところがすごく気にかかった。家庭の核家族化も進

み、社会が変わっている中で家庭でも精一杯で生活しているので、学

校を含めて地域全体で子どもを育てるという認識がまだまだ一般の方

に浸透していないのではないかと思う。子育てカレンダーを作って見

せていただいたが、子どもを持っているとこだけでなく、いろんな所

へ配布して、今日は学校で何があるのかが分かるような仕組みを作っ

ていくようにすることが大事だと思う。 

 

・わがまちの未来を支えてくれる人材をみんなで育てているのだという

ことの普遍的な認識を持つことが必要であると思う。まだまだ個別的

なところで留まっている現状がある。小さい時に集団の学びを得た人

というのは本当に生き抜く力を持っている。社会全体で地域でという

ことを具体的に米原教育で欲しい。ここを理想としているということ

を欲しい。今行っている８・３運動は入口だと思う。 

 

・放課後児童クラブが今飽和状態である。地域にそういう仕組みができ

てきたら、子ども達の中に自分は地域のおじさんおばさんに世話にな

っているという意識が生まれる。地域の方は、わが子ではないけれど

自分の地域の子どもをなんとか育てようとする。それが、東京へ一旦

出てもふるさとへ帰ってきたいという愛着を感じてくれるようなとこ

ろにつながる。米原のよさを出していくという点では、お茶の間創造

事業のお茶の間サロンのメニューとして、地域の子どもを見るという

ものがあってもいいのかなと思う。 

 

・そこを政策として進めていきたいと思う。スポーツクラブも子どもの

取り合いをしているような現実もあると聞いており、放課後児童クラ

ブが飽和状態なら、例えば木曜日だけでもスポーツクラブでサッカー

や野球で相手するなども考えられる。また、お茶の間創造事業のメニ

ュー化は、高齢者にとっては生きがいややりがいつながる。 

 

・文化協会も高齢化で活動が縮小傾向にあるので、ある曜日は文化協会

の活動があるからそこへ子どもが行けるということもいいのかなと思

う。 

 

・サロンや趣味の活動の場所でつながりがあって、そこから発展して生

き生きとした活動の場になると、その方たちはまた外へ出やすくなる
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と思う。そこから小学校の授業とかに支援に行きやすくなるし、知識

を持っておられる方がたくさんおられるので、活かすことができるの

ではないかと思う。 

 

・地域の教育力が低いということだが、逆に地域が出すぎると問題が出

てくる。文言に書いてあるように学校・家庭・地域の連携が大事であ

って狙いをしっかり定める３者が調和していく必要がある。 

 

・先に委員が言われたように子どもに関心を持つ大人や、子どもに関心

を持っている地域を頑張って作ることが必要である。事務局はここに

こだわって米原ではどういうことができるのか調査をすること。 

・もう一点厳しいことを言うかもしれないが、答申の際にあった若い人

たちが「あまり家庭、家庭と言わないで欲しい」という意見。これは

本音としてわかり易いが、家庭の中で差ができてきているのではない

か。今は圧倒的に共働き世帯が増えているので、なかなか父母が一緒

に夕食を作ったり、食べたり、宿題を見てあげたりすることができな

い。家庭力に格差が出始めていることは事実であり、家庭教育につい

て有効な施策を打さなければいけない。義務教育は平等に学力がつけ

られるべきだと思う。 

 

（２）今後の教育施策について 

○ＩＣＴ活用事業について 

・米原市教育センター調査研究委員会でＩＣＴ教育についてアンケート

を取りました。ＩＣＴ活用で児童生徒の興味・関心を高められると答

えた先生が、小学校では 95％、中学校では 87％いた。生徒の学力が向

上するかという質問に対しては、小学校 78％、中学校 61％が向上する

という回答であった。どのような場面でどのような効果あるのかに対

しては、特別支援教育での視覚支援、タブレットを使っての動画再生

や、コマ送り、例えば、体育の時間に子どもが運動している様子をフ

ィードバックして良い点や悪い点を検証できること。情報の共有化と

いうところでは、ノート等を映し全体で支援など。ＩＣＴ活用が有効

な授業としては、理科の調べ学習、算数・数学では、図形や関数の領

域についてデジタル教科書が有効だという意見が多かった。ＩＣＴを

促進するにあたり、必要な資機材については、電子黒板、タブレット

端末などのハードの他に、ＩＣＴ支援員を配置していただきたいとい

う意見が約 40％ありました。ＩＣＴの環境整備について望むことにつ

いては、Wi-Fiとタブレット端末の整備、電子黒板を全教室に配備、Ｉ

ＣＴ教材（アプリ・デジタル教科書等）の充実。人材育成・研修につ

いては、ＩＣＴ支援員の配備、教育センター等での研修の充実等が自

由記述で多かった。 

・実際のＩＣＴ授業（大原小学校５年生の社会科授業）について説明 
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・今後の課題とその解決に向けては、ステップ１、ステップ２、ステッ

プ３と三段階で考えていってはどうかと思う。米原市では 20代、30代

の先生は結構使っていただいていますが、50 代の先生はアンケート調

査でも使っている先生は少なかった。今後の課題については、授業改

善に向けての取り組み、また校内でＩＣＴ推進リーダーなどを決め、

ＩＣＴ教育を進めていくことや、慣れないと使えないので研修を充実

していくこと。校内における支援システムの充実などの意見がありま

した。 

・実際の電子黒板を用いて操作説明 

○英語教育推進事業について 

 ・国際化が進展する中において、国際共通語である英語力の向上が極め

て重要となっています。文部科学省は平成 32年度から小学校５年生に

英語科を新設し、３、４年生には外国語活動を教育課程に位置付けま

す。また、平成 30年度からは現段階では内容がはっきりしていません

が、先行実施をしていくという方針が決定しています。そのため、米

原市としては、英語教育の充実のために平成 29年度には市内５校の小

学校で教育課程特例校として、現在文部科学省に申請し、学校独自に

教育課程を編成できるようにして英語科を新設します。現在の小学校

での英語教育の状況は、５、６年生で外国語活動として週１時間の授

業を行っています。また、１年生から４年生までは米原市独自で年間

10 時間の英語に親しむ授業をＡＬＴやＭＧＴにより行っています。来

年度からは、教育課程特例校については、学校によって多少の時間数

は異なりますが、各校とも英語科を新設して、５、６年生では年間 60

時間から 70 時間の授業を実施します。３、４年生では年間 25 時間か

ら 35時間、１、２年生では年間 17時間から 30時間の英語授業を行う

予定です。また、モジュール学習として１年生から６年生までそれぞ

れの学年にあった 10本程度のＤＶＤを見て英語に親しむ授業を設けて

いきます。モジュール学習というのは、フェニックスといった綴りと

発音の関係が良く分かるビデオや、ジャズチャンスといったスピーキ

ング力を上達させるビデオなどを毎日視聴することで英語力をつけて

いく学習のことです。それを各学校が１週間のうちに４日ないしは５

日実施する予定です。さらにホストタウン事業と関連して、ＳＥＡ（ス

ポーツ国際交流員）における体育の授業や部活動支援等を計画してい

ます。 

 

 ・只今の説明について御意見を伺います。 

 

・ＩＣＴにしても英語教育にしても教職員の指導力がポイントとなって

くる。このため、市をあげてＩＣＴの研修を行い、教職員の資質向上

を行わなければいけないという思いを持っている。 
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・英語教育などの導入により、授業コマ数の取り合いが生じてくる。い

ろんな団体と出会う機会があり、その中で認知症の関係で活動してい

る市民グループから、できるだけ若い時から認知症について学ぶ機会

や経験が欲しいという要望を受けている。しかし、実態を聞いてみる

とＩＣＴや英語教育もでてきた中で、国民的課題である医療や認知症

の問題に関する授業を年度途中に組み入れる要望をしても全く相手に

されない。予算編成どころか３月までに言っておかないと授業時間も

確保できないということを聞いている。そういう意味ではどこかで選

択をしなければいけない現状になっているのではないか。その辺はど

うなのか。 

 

・まさにその通りです。すこやかタイムの 10分間を入れなければいけな

いし、朝読書もしなければいけないし、モジュールで英語をしなけれ

ばいけない。苦労をして時間を埋めているのが実態であると思う。総

合的な学習の時間を削って英語を入れているので、市長が言われたよ

うに認知症予防の授業については、総合的な時間から生み出すことと

なります。 

 

・これは地域の教育力の話と同じぐらいのレベルであると行政の立場と

しては考えている。市民が健康で長生きをする。健康で老後に入って

いける。その時の最大のポイントが認知症である。このことについて

米原市では市民運動的な取組をしており、学校と連携を取りたいとい

う要求を受けている。そのことを教育現場でどうしていくのかについ

て議論をして欲しい。今日健康福祉部が来ているので発言をお願いし

ます。 

 

・これまでから小中学校をはじめ様々な福祉体験教育を実践していただ

いていますが、今後ますます増加が予測される認知症にスポットを当

て、認知症サポーター養成講座について説明させていただきます。 

・15歳から 65歳までの生産年齢人口が減少していく中で、高齢者人口が

増加しています。米原市でも同様であり、年齢が５歳上がるごとに認

知症になる確率が２倍に増えると言われています。認知症の推計につ

いても、各年齢の認知症有病率が一定の場合と糖尿病の治療がうまく

できていな場合など各年齢の認知症有病率が上昇する場合の認知症の

将来推計人口の差が 174 人ある。一人の認知症の方を支えるには多く

の人とお金が必要ですが、これから先十分にないという現状がありま

す。地域でも認知症の病気の理解とともに食事、運動、休息等の生活

習慣の大切さなどを知っていただき、健康診断の受診や予防を含めて

啓発を実施しているところです。中でもこれから大人になっていく子

供たちが認知症という脳の病気がどうして起こり、接し方はどうした

らよいかなどを考えることによって、認知症を理解して対応する姿勢
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を身につけることが大変重要な学習となると考えています。これがき

っかけになり、脳の病気があるけれども心は生きているという人権の

理解にもつながります。米原市では認知症の啓発の一つとして、認知

症について正しく理解し、認知症のケアをする御家族を支援して見守

る認知症サポーターを養成するために、認知症サポーター養成講座を

開催しています。この養成講座では、認知症キャラバンメイトという

ボランティアの皆さんに実施をしていただいており、受講された方に

は、認知症サポーターの証としてオレンジのリングを皆さんにお渡し

しています。養成講座では認知症についての説明のほかにクイズや寸

劇を通して、認知症の方への接し方などの理解を深めていただいて正

しい知識と偏見を持たない人を一人でも増やし、地域の中で認知症の

方や御家族を見守っていく地域づくりを目指しています。小中学生向

けの養成講座については、資料をもとに講座を実施しています。だい

たい授業 1 コマ分ぐらいの時間でパワーポイントや人形劇、寸劇など

含めて実施しており、市の保健師も同行しバランスのとれた食事が将

来生活習慣病を予防して、それが認知症の予防にもつながるという話

もさせていただいています。子どもたちがそれを学んで地域の中で啓

発していくことを期待しています。 

・市内の小中学校の中でも双葉中学校は毎年認知症サポーター養成講座

を実施していますが、市内全ての子どもが認知症の知識があり、子ど

もであっても支援の必要な人の情報を大人に伝え、認知症の人を支え

ることのできるまちにしたいと思っています。ぜひ全ての学校で認知

症サポーター養成講座が受講できますように御協力をお願いします。 

 

・小学校と中学校市のどの辺の年齢で受講するのがいいのか。 

 

・５年生以上の方がいいです。ただ、認知症の方と接触する年齢として

は、幼稚園児の方が抵抗なく交流ができるということも聞いています。 

 

・こういう要請がありますので、行政の立場から言うと、一人一人の健

康や人生、地域と人とのかかわりの中で、学習としてしっかりとやる

べきだと思う。しかも認知症サポーターは市民の活動なので、そうい

う人たちが教室に入って子ども達に接することや子どもに関心を持つ

大人を増やそうということであれば、確かに現場としては、何コマの

授業を取り合っているということを聞いているが、ぜひ教育長が先頭

になって年間で全てを対応するのは難しいかもしれないが、２年、３

年かけて全小中学校に一回りできるようにしていただきたい。授業計

画はいつごろ作成されるのですか。 

 

・だいたい１２月から３学期の終わりにかけて行うので、１月の管理職

会議で提案をすれば間に合うと思います。 
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・聴覚障害や視覚障害などの福祉教育もある。 

 

・学校によっては福祉施設へ１、２日の体験に行っている学校もあるの

で、入れられないことはないのかなと思う。ただ、小学校・中学校の

両方となる難しい面もあるが、メニューは一緒なのか。 

 

・テキストが少し違います。小学校・中学校のどちらかで１回受けてい

ただくことが大事です。 

 

・総じて言えることは、学校と地域と家庭が連携しましょうと言い始め

ているが、今までの学校教育として教室の中でしていないものが入っ

ていくことも学校としては受け入れて欲しいし、反対に学校に大人が

近づく、関わっていく仕組みを研究してやってもらいたい。米原では

当たり前のように認知症サポーターの話を義務教育の間で一度はやっ

ているとか、認知症だけでなく、手話や、ハンディを持っておられる

方の生き方や暮らし方について共感をするようなことが、市民に対す

る情報として学校から出ることが、学校に対する関心が高まることに

つながる。是非進めて欲しい。 

 

・全市展開として、例えば全中学校で１回するとか、双葉中学校が毎年

実施しているという実績があるので中学校から考えていきます。 

 

・何回か前の定例教育委員会で長浜市の田野小学校の例を出して認知症

サポーターをしてはどうかと言っていましたが、米原市でも平成 22年

度から実施していると聞いて、勉強不足であると思った。実はわが社

でも社員が認知症サポーターを３年計画でお世話になっており、必要

なものだと思う。この前学校訪問したときも防災教育をやっていた。

このようなことを、学校現場ではなくてオフサイドで何かできないか。

教育長が言われたように放課後児童クラブのような地域の学校という

ようなところでするとか、私が所属している子ども会でなど、オフサ

イドでフォローし合えるような仕組みができないのか考えている。 

 

４ その他 

・なし 

 

５ 閉会 

 


